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能
舞
台
の
様
式
は
い
つ
成
立
し
た
か
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能
の
舞
台
構
造
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
能
舞
台
は
、
演
技
が
行
わ
れ
る
メ
イ
ン
の
舞

台
で
あ
る「
本
舞
台
」と
、
役
者
の
登
退
場
の
通
路
で

あ
る「
橋
掛
り
」の
二
つ
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
能

舞
台
の
基
本
構
造
は
七
百
年
の
昔
か
ら
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
か
く
見
る

と
、
そ
こ
に
は
幾
多
の
変
遷
過
程
が
あ
っ
た
。
本
舞

台
後
方
に「
後
座
」が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
六

世
紀
末
。
そ
の
後
、
吹
き
抜
け
の
舞
台
後
方
に
は
新

た
に
鏡
板
が
張
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
舞
台

向
か
っ
て
右
側
に
も「
脇
座
」が
張
り
出
し
て
、「
本

舞
台
」「
脇
座
」「
後
座
」「
橋
掛
り
」
か
ら
成
る
現

行
の
能
舞
台
の
様
式
が
完
成
す
る
。
そ
の
時
期
は
寛

永（
一
六
二
四
～
四
四
）頃
と
す
る
の
が
通
説
で
、
表

章
・
天
野
文
雄『
岩
波
講
座
能
・
狂
言
』第
一
巻
能
楽

の
歴
史（
一
九
八
七
年
、
岩
波
書
店
）は
、
寛
永
十
八

年（
一
六
四
一
）の
江
戸
山
王
社
で
の
法
楽
能
の
舞
台

図
面
を
、「
脇
座
」「
後
座
」が
完
備
し
た
現
行
様
式

の
能
舞
台
の
初
見
と
し
て
い
る
。

　
し
か
る
に
近
年
、
能
舞
台
の
様
式
の
成
立
期
を
知

る
上
で
重
要
な
資
料
に
出
く
わ
し
た
の
で
、
こ
こ
に

紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
金
春
家
伝
来
の
文
書

『
慶
長
十
二
丁
未
年
観
世
金
春
立
合
勧
進
能
次
第
』

（
金
春
安
明
氏
蔵
）、
も
う
一
つ
は
近
年
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
の
所
蔵
と
な
っ
た
観
世
参さ

ぶ
ろ
う郎

直
盛
自
筆
巻

子
小
謡
本『
反
魂
香
』で
あ
る
。

　
ま
ず
、
前
者
の
資
料
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。
こ
の
資
料
は
、
江
戸
幕
府
開
府
か
ら
間
も
な
い

慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）、
江
戸
城
の
本
丸
と
西
丸

の
間
で
行
わ
れ
た
観
世
・
金
春
の
両
大
夫
に
よ
る
立

合
勧
進
能
の
記
録
で
あ
る
。
大
御
所
徳
川
家
康
と
将

軍
秀
忠
臨
席
の
も
と
、
観
世
大
夫
身た

だ
ち
か愛（

黒
雪
）と
金

春
大
夫
安
照
が
四
日
間
の
勧
進
能
の
シ
テ
を
勤
め

た
が
、『
慶
長
十
二
丁
未
年
観
世
金
春
立
合
勧
進
能

次
第
』に
は
、
そ
の
四
日
間
の
詳
細
な
番
組
に
加
え
、

桟
敷
席
や
舞
台
の
様
子
が
絵
図
・
仕
様
書
に
よ
っ
て

き
わ
め
て
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
仕
様
書
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
能
舞
台
は
、
檜
材

の
柱
を
用
い
た
三
間
四
方
の
舞
台
で
、
屋
根
は
柿
葺

き
。
舞
台
向
か
っ
て
右
側
に
は
高
欄
が
あ
る
三
尺
六

寸
の「
脇
座
」が
張
り
出
し
、
舞
台
後
方
に
は
上
部
に

庇
が
あ
る「
後
座
」が
付
い
て
お
り
、
橋
掛
り
の
長
さ

は
九
間
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
資
料
に
収
め
ら
れ
て

い
る
桟
敷
席
・
舞
台
の
配
置
を
図
面
に
描
い
た
絵
図

に
も
、「
舞
台
」「
シ
ウ
タ
ヒ
座
」「
後
座
」「
は
し
掛
」

と
記
載
が
あ
り
、
一
部
名
称
は
異
な
る
も
の
の
、
本

舞
台
に
脇
座（
地
謡
座
）・
後
座
が
付
い
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
鏡
板
の
松
の
絵
に
つ
い

て
の
記
載
は
な
く
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
松
が
描
か

れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
点
を
除
け

ば
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
能
舞
台
の
様
式
は
現
行
の

も
の
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
先
に
、
脇
座
・
後
座
が
本
舞
台
に
付
く
よ
う
に
な

る
の
は
、
寛
永
頃
か
ら
ら
し
い
と
述
べ
た
が
、
こ
の

資
料
は
そ
れ
を
三
十
年
近
く
も
遡
る
。
同
じ
く
観
世

大
夫
身
愛
が
シ
テ
を
勤
め
、
徳
川
家
康
が
実
質
的
な

主
催
者
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
慶
長
四
年
の
京
都
聚
楽

第
跡
地
で
の
勧
進
能
で
は
、
本
舞
台
と
後
座
の
み
で
、

脇
座
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
観
世
甚
六
筆

『
観
世
大
夫
殿
勧
進
能
之
次
第
之
事
』（
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
蔵
）の
図
面
か
ら
知
ら
れ
る
。
演
者
も
催

し
の
性
格
も
共
通
す
る
二
つ
の
勧
進
能
の
比
較
に
よ

り
、
脇
座
・
後
座
を
伴
う
能
舞
台
の
様
式
が
成
立
し

た
時
期
は
、
お
お
よ
そ
慶
長
四
年
か
ら
十
二
年
ま
で

の
八
年
間
に
絞
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
も
っ
と
も
、
慶
長
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る『
八

帖
本
花
伝
書
』は
、
二
間
四
方
の
舞
台
の
場
合
、「
わ

き
居
座
」と
し
て
さ
ら
に
縁
を
張
り
出
す
よ
う
に
と

記
し
て
お
り
、
本
舞
台
に
脇
座
を
設
け
る
こ
と
自
体

は
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、

三
間
四
方
の
本
舞
台
に
脇
座
が
完
備
し
た
例
は
、
慶

長
十
二
年
の
江
戸
城
勧
進
能
舞
台
を
も
っ
て
嚆
矢
と

す
る
。
し
か
も
、『
慶
長
十
二
丁
未
年
観
世
金
春
立

合
勧
進
能
次
第
』は
、
そ
の
脇
座
に
あ
た
る
部
分
を
、

仕
様
書
で
は「
脇
座
」と
呼
び
、
絵
図
で
は「
シ
ウ
タ

ヒ
座
」と
呼
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、「
脇
座
」は
現
行

と
同
様
、
ワ
キ
だ
け
で
な
く
、
地
謡
役
者
の
居
座
と

し
て
の
機
能
を
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
十
六
世
紀
末
の
能
舞
台
に
は
、
ま
だ「
脇
座
」が
完

備
し
て
お
ら
ず
、
地
謡
役
者
は
主
に
後
座
、
囃
子
方
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の
後
方
に
着
座
す
る
の
が
決
ま
り
だ
っ
た
。
そ
の
名

残
り
は
、〈
翁
〉
の
現
行
演
出
に
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
し
か
し
、
勧
進
能
な
ど
の
大
規
模
な
催
し
で
は
、

地
謡
役
者
を
大
勢
揃
え
る
必
要
性
か
ら
、
地
謡
役
者

の
ス
ペ
ー
ス
を
さ
ら
に
拡
張
す
る
た
め
、
様
々
な
工

夫
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
江
戸
初
期

の
元
和（
一
六
一
五
～
）・
寛
永（
一
六
二
四
～
）初
年

頃
の
京
都
四
条
河
原
で
の
勧
進
能
の
様
子
を
描
い
た

『
洛
外
図
屏
風
』(

細
見
美
術
館
蔵)

、『
東
山
遊
楽

図
屏
風
』（
八
幡
市
立
松
花
堂
庭
園
・
美
術
館
蔵
）に

は
、
後
座
の
部
分
だ
け
半
間
ほ
ど
舞
台
向
か
っ
て
右

側
に
張
り
出
し
、
そ
こ
に
数
名
の
地
謡
役
者
が
座
し

て
い
る
の
が
見
え
る
。

　
ま
た
、『
八
帖
本
花
伝
書
』巻
五
に
は
、
シ
テ
の
舞

の
動
き
を
線
図
で
示
し
た
舞
台
図
が
複
数
あ
り
、
脇

方
・
囃
子
方
・
地
謡
方
の
着
座
場
所
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
後
座
に
地
謡
役
者
の
全
員
が

座
っ
て
い
る
も
の
と
、
約
半
数
の
地
謡
役
者
が
ワ
キ

の
着
座
場
所
近
く
ま
で
は
み
出
し
て
い
る
も
の
と
の

両
様
が
あ
り
、
慶
長
頃
に
な
る
と
地
謡
役
者
が
後
座

だ
け
に
収
ま
り
き
ら
な
く
な
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い

た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
過
渡
期
を
経
て
、
次
第
に

地
謡
役
者
が
脇
座
に
着
座
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
慶
長
十
二
丁
未
年

観
世
金
春
立
合
勧
進
能
次
第
』仕
様
書
の「
後
座
」に

関
す
る
記
事
に「
切
戸
」の
文
字
が
見
え
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、「
切
戸
、
高
サ
三
尺
九
寸
横
弐
尺

三
寸
」と
あ
り
、
そ
の
大
き
さ（
約
118
セ
ン
チ
×
約
70

セ
ン
チ
）か
ら
し
て
、
現
行
と
ほ
ぼ
同
様
の
切
戸
口

が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
前
掲『
岩

波
講
座
能
・
狂
言
』で
は
、
切
戸
口
が
能
舞
台
に
付

い
た
の
は
元
禄（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
以
降
の

こ
と
か
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
研
究
で
、
寛
永

十
一
年（
一
六
三
四
）以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
福
王
流

の
脇
型
付『
福
王
流
古
型
付
』に
も「
ふ
た
い
の
う
し

ろ
、
き
り
戸
」（〈
望
月
〉の
付
）と
の
記
事
が
見
え
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り（
藤
田
隆
則「
能
舞
台
の
切

戸
口
の
誕
生
と
演
出
の
変
化
」『
月
刊
能
』〔
京
都
観

世
会
館
、
一
九
九
四
年
十
二
月
〕）、
寛
永
頃
に
は
す

で
に
切
戸
口
を
伴
う
能
舞
台
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
が
、

慶
長
十
二
年
の
江
戸
城
勧
進
能
の
舞
台
は
、
そ
の
初

出
例
を
さ
ら
に
二
十
五
年
近
く
も
遡
る
こ
と
に
な
る
。

同
年
の
江
戸
城
勧
進
能
は
、
開
府
後
ま
も
な
い
江
戸

で
の
最
初
の
大
規
模
な
勧
進
能
と
し
て
、
江
戸
幕
府

が
威
信
を
か
け
て
開
催
し
た
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ

な
催
し
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
の
能
舞
台
の
様
式
が
、

以
後
の
江
戸
城
の
能
舞
台
の
一
つ
の
規
範
と
な
っ
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
の
新
資
料
、
観
世
参
郎
直
盛
自
筆
巻
子

小
謡
本『
反
魂
香
』に
も
、
同
様
に
脇
座
・
地
謡
座
が

完
備
し
た
能
舞
台
の
絵
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
初
期
に

遡
る
能
舞
台
の
数
少
な
い
画
証
で
あ
る
。
同
書
は
謡

物「
反
魂
香
」
の
詞
章
を
記
し
た
巻
子
本
で
、
筆
者

の
観
世
参
郎
直
盛
は
先
の
慶
長
十
二
年
の
江
戸
城
勧

進
能
で
シ
テ
を
勤
め
た
観
世
大
夫
身
愛（
黒
雪
）の
嫡

男
。
慶
長
四
年
の
京
都
聚
楽
第
跡
地
で
の
観
世
大
夫

勧
進
能
に
は「
若
大
夫
」と
し
て
父
身
愛
と
と
も
に
シ

テ
を
勤
め
た
が
、
慶
長
十
二
年
前
後
に
廃
嫡
さ
れ
た

た
め
、
同
年
の
江
戸
城
勧
進
能
に
は
出
演
し
な
か
っ

た
。
彼
は
観
世
大
夫
身
愛
と
北
野
天
満
宮
の
祀
官
を

務
め
た
松
梅
院
の
社
僧「
能
松
」の
姉
と
の
間
に
生
ま

れ
た
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
後
期
写『
観
世

大
夫
歴
代
略
考
』（
観
世
宗
家
蔵
）の
末
尾
に
見
え
る

注
記「
黒
雪
ハ
北
野
松
梅
謡
ノ
知
章
ニ
シ
テ
、
男
子

三
人
有
リ
、
然
ル
処
、
妻
ヲ
離
別
し
た
る
時
、
三
人

之
子
モ
皆
北
野
へ
参
り
居
申
由
」（「
北
野
松
梅
謡
ノ

知
章
」は「
北
野
松
梅
院
ノ
聟
」の
誤
写
と
思
わ
れ
る
）

に
よ
れ
ば
、
妻
と
の
離
別
を
機
に
廃
嫡
さ
れ
た
ら
し

い
。
以
後
、
こ
の
息
子
は
主
に
京
都
方
面
で
活
動
し

て
い
た
よ
う
で
、
元
和
八
年（
一
六
二
二
）九
月
の
醍

醐
長
尾
宮
の
神
事
能
で
大
夫
を
勤
め
た「
観
世
三
良
」

（『
義
演
准
后
日
記
』）は
、
身
愛
の
子
直
盛
と
思
し
い
。

巻
子
本『
反
魂
香
』は
そ
の
直
盛
の
自
筆
自
章
の
謡
本

で
、
末
に
寛
永
六
年（
一
六
二
九
）五
月
二
十
九
日
の

年
記
と「
観
世
参
郎
直
盛
」の
署
名
が
あ
る
。
世
阿
弥

や
音
阿
弥
も
名
乗
っ
た「
三
郎
」の
名
を「
参
郎
」と
表

記
し
て
い
る
の
は
、
す
で
に
嫡
男
の
地
位
を
退
い
て

い
た
た
め
の
憚
り
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
の
筆
跡
や
節

付
の
特
徴
は
元
和
・
寛
永
期
の
黒
雪
謡
本
と
酷
似
し
、

黒
雪
の
晩
年
期
に
直
盛
と
の
関
係
が
修
復
し
て
い
た

ら
し
い
こ
と
を
も
物
語
る
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
巻
子
本
の
末
尾
に
、
能

舞
台
の
様
子
を
描
い
た
別
紙
が
継
が
れ
て
い
る
。
紙

質
も
異
な
り
、
謡
本
が
書
か
れ
た
寛
永
六
年
当
時
の

画
証
と
は
な
り
得
な
い
が
、
画
風
か
ら
判
断
し
て
江

戸
初
期
頃
の
能
舞
台
の
実
態
を
伝
え
る
資
料
と
見
る

こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
欄
干
が
全
て
木
材
で
は
な
く

青
竹
で
あ
る
点
も
古
風
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
こ
に

描
か
れ
て
い
る
能
舞
台
は
、
前
述
の
通
り
、
脇
座
・

後
座
が
完
備
し
た
形
態
で
、
鏡
板
に
も
老
松
の
絵
が

描
か
れ
、
現
行
の
能
舞
台
の
様
式
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
だ
し
、
青
竹
の
欄
干
な
ど
、

現
行
の
舞
台
と
異
な
る
点
が
散
見
し
、
な
か
で
も
注

目
さ
れ
る
の
が
、
後
座
の
右
壁
に
不
自
然
な
板
の
切

り
込
み
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
現
行
の
切
戸
と
は
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形
状
が
異
な
る
が
、
こ
れ
が
こ
の
能
舞
台
の
切
戸
口

に
あ
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
、
切
戸
口
は
形
状
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
位

置
も
時
代
に
よ
っ
て
大
き
な
変
遷
が
あ
っ
た
ら
し

い
。
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）の
観
世
大
夫
重
記
に

よ
る
京
都
北
野
七
本
松
で
の
勧
進
能
の
図
面（
観
世

文
庫
蔵「
京
都
勧
進
能
興
行
場
所
図
」）に
は
、
後
座

後
方
の
鏡
板
の
右
端
に「
口
」と
書
か
れ
た
戸
口
が
見

え
る
。
別
の
図
面（
檜
書
店
蔵「
元
禄
十
五
歳
壬
午
九

月
十
八
日
観
世
太
夫
織
部
勧
進
能
内
外
絵
図
」）で
は
、

そ
の
戸
口
か
ら
楽
屋
に
通
じ
る
通
路
に「
切
戸
、
ミ

ナ
土
間
ニ
莚
布
キ
」と
注
記
が
あ
り
、
こ
れ
が
す
な

わ
ち
切
戸
口
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
戸
口

は
、
現
行
と
異
な
り
、
鏡
板
の
右
下
隅
に
設
け
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
一
見
シ
ン
プ
ル
に
見
え
る
能

舞
台
の
様
式
が
、
意
外
と
複
雑
な
変
遷
を
辿
っ
て
出

来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
言
及
し
た
資
料
の
多
く
は
、
令
和
二

年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
図
録『
勧
進
能
』に
写
真
を

掲
載
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

　
　
　（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
教
授
）


